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３. 米国クライムストッパーズ 
(１) 米国クライムストッパーズの概況 
① 支部数と実績 
米国クライムストッパーズは 14 の地区に分割されており、米国全土に約 900 の支部が

設置されている。1地区におよそ 3州から 7州が属し、それぞれに地域理事会（regional 

board）が設置されている。常設の中央事務局は存在しないが、登記上の本部はデラウェ

ア州ルイスとなっている。デラウェア州は全米で 2 番目に小さい州であるが、同州の会

社法の規定が他州に比べ会社の設立や解散が容易にしていることから、ニューヨーク証

券取引所に上場している企業の 45%が本部機能をおいている。米国クライムストッパーズ

は、2001 年に非営利組織としてデラウェア州に登録された。 

地域支部は CSI に直接会員権を持たず、CSI からの伝達事項はすべて米国本部を介して

各支部へ伝えられる。米国クライムストッパーズの理事会から 2 名 CSI 担当のメンバー

が任命され、米国代表として 2年間 CSI の理事会として勤務する。 

 

米国クライムストッパーズメンバーは、執行役員 5名、役員及び 14 地区代表者で構成

されている。 

 

 

米国中央事務局
・執行役員5名
・理事
・14地区代表者

14地区の理事会

14地区内の州・郡・都市レベルの支部の理事会

 
 
米国クライムストッパーズの会員となる利点として、以下のことを挙げている。 

• リチャード･カーター元判事による法的支援 
• 全米で使用可能なフリーダイヤル“800”番（日本の 0120 番）の利用許可 

• オンライン掲示板への参加 
 

米国クライムストッパーズ体系 
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全米のクライムストッパーズ支部31 

 

 

                                                  
31 2007 年 2 月 20 日時点の支部数。 Crime Stoppers USA ウェブサイトをもとに MRI 作成。 

地区 州 支部数 地区 州 支部数 地区 州 支部数

コネチカット 5 アラバマ 12 

ニューハンプシャー 10 ルイジアナ 15 

マサチューセッツ 3 

5 

(48 支部)
ミシシッピー 21 

10 

(188 支部) 
テキサス 188 

メーン 2 アーカンソー 10 アリゾナ 5 

ニューヨーク 12 ケンタッキー 15 コロラド 25 

ロードアイランド 4 

6 

(45 支部)
テネシー 20 ニューメキシコ 19 

1 

(42 支部) 

バーモント 6 イリノイ 65 

11 

(51 支部) 

ユタ 2 

ワシントン DC 1 インディアナ 13 モンタナ 13 

デラウェア 1 ミシガン 29 ノースダコタ 6 

メリーランド 14 

7 

(125支部)

オハイオ 18 

12 

(23 支部) 
サウスダコタ 4 

ニュージャージー 14 アイオワ 10 ワイオミング 13 

2 

(56 支部) 

ペンシルバニア 26 ミネソタ 7 カリフォルニア 27 

ノースカロライナ 73 ハワイ 6 

バージニア 47 

8 

(67 支部)
ウィスコンシン 50 

13 

(47 支部) 

ネバダ 1 
3 

(122支部) 
ウェストバージニア 2 アラスカ 10 

フロリダ 26 
カンザス 12 

アイダホ 3 

ジョージア 6 ミズーリ 14 オレゴン 3 
4 

(50 支部) 
サウスカロライナ 18 

9 

(65 支部)

ネブラスカ 29 

14 

(28 支部) 

 
ワシントン 12 

第 8 地区 67 支部 

第 7 地区 125 支部 

第 1 地区 42 支部

第 2 地区 56 支部

第 3 地区 122 支部

第 4 地区 50 支部

第 6 地区 45 支部

第 5 地区 48 支部

第 10 地区 188 支部

 

第 12 地区 23 支部

第 14 地区 28 支部 

(アラスカを含む) 

第 13 地区 47 支部 

（ハワイを含む） 

 
第 9 地区 65 支部 
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米国クライムストッパーズの実績－地区別内訳（2007 年 2 月 19 日時点）32 

地

区 

支

部

数 

逮捕数

（arrest）

起訴済

み事案

数 

報奨金支払 

総額 
物品押収総額 薬物押収総額 押収物総額 

$751,797 $9,303,372 $26,822,671 $36,126,045 
1 42 1,404 10,336 

¥93,974,625 ¥1,162,921,500 ¥3,352,833,875 ¥4,515,755,625 

$968,906 $23,793,726 $32,659,257 $56,452,983 
2 56 5,937 15,090 

¥121,113,250 ¥2,974,215,750 ¥4,082,407,125 ¥7,056,622,875 

$3,156,645 $45,781,356 $66,334,753 $112,116,109 
3 122 31241 51209 

¥394,580,625 ¥5,722,669,500 ¥8,291,844,125 ¥14,014,513,625 

$5,255,062 $90,326,014 $456,637,063 $546,963,077 
4 50 35791 88476 

¥656,882,750 ¥11,290,751,750 ¥57,079,632,875 ¥68,370,384,625 

$2,628,453 $23,999,067 $108,207,498 $132,206,565 
5 47 20625 34036 

¥328,556,625 ¥2,999,883,375 ¥13,525,937,250 ¥16,525,820,625 

$4,342,462 $49,390,894 $94,573,955 $143,964,849 
6 45 39434 60148 

¥542,807,750 ¥6,173,861,750 ¥11,821,744,375 ¥17,995,606,125 

$8,197,164 $143,105,512 $267,835,991 $264,619,358 
7 125 64340 90403 

¥1,024,645,500 ¥17,888,189,000 ¥33,479,498,875 ¥33,077,419,750 

$1,473,051 $10,612,148 $8,499,411 $19,111,559 
8 65 8911 13733 

¥184,131,375 ¥1,326,518,500 ¥1,062,426,375 ¥2,388,944,875 

$3,665,783 $93,133,256 $245,155,549 $338,288,805 
9 82 29756 58669 

¥458,222,875 ¥11,641,657,000 ¥30,644,443,625 ¥42,286,100,625 

$19,441,638 $169,377,276 $508,491,437 $677,868,713 
10 188 85493 162130 

¥2,430,204,750 ¥21,172,159,500 ¥63,561,429,625 ¥84,733,589,125 

$4,253,168 $96,701,108 $308,461,172 $405,162,279 
11 51 27650 43191 

¥531,646,000 ¥12,087,638,500 ¥38,557,646,500 ¥50,645,284,875 

$471,220 $16,214,874 $18,800,465 $35,015,339 
12 36 3978 8020 

¥58,902,500 ¥2,026,859,250 ¥2,350,058,125 ¥4,376,917,375 

$3,035,638 $113,942,053 $559,468,313 $673,410,366 
13 35 20539 36673 

¥379,454,750 ¥14,242,756,625 ¥69,933,539,125 ¥84,176,295,750 

$1,139,275 $14,918,168 $62,454,900 $77,373,068 
14 28 5268 17420 

¥142,409,375 ¥1,864,771,000 ¥7,806,862,500 ¥9,671,633,500 

 

                                                  
32 Crime Stoppers USA ウェブサイト（URL: http://www.crimestopusa.com/） 
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2007 年 1 月 1 日時点の米国クライムストッパーズの実績は以下のとおり。物品及び薬物

押収額は市場価格（違法に売買されていたら支払われていたであろう金額）をもとに算出

されている33。 

 
 

米国クライムストッパーズの実績（2007 年 1 月 1日時点）34 

容疑者が検挙／逮捕／起訴された事件数 708,678 件

検挙数 399,104 件

報奨金支給実績 $79,523,380 ¥9,940,422,500 

物品押収額（property recovered） $895,466,754 ¥111,933,344,250

薬物押収額 $2,758,034,175 ¥344,754,271,875 

押収品総額（total dollar recovered） $3,653,500,929 ¥456,687,616,125 

 
  

                                                  
33 米国クライムストッパーズ財務担当 Patricia Paiz 刑事。 
34 Crime Stoppers USA ウェブサイト（URL: http://www.crimestopusa.com/） 



 25

 
② 組織の法的位置づけ 
米国クライムストッパーズは、内国歳入法 501 条(c)3 項に基づくチャリティ団体

（charitable organization）であり、税制上の優遇を受ける非営利組織である35。内国

歳入法（Internal Revenue Code）とは、米国における税制を規定する法律であり、所得

税、相続税、贈与税等幅広く規定している。同法 501 条(c)3 項には公益性の高い団体の

登録要件が定められており、用件に該当する慈善団体に対する個人や法人の寄付は消費

税が一定範囲で控除される36。 

 

③ 規約 
米国クライムストッパーズの活動は、「米国クライムストッパーズ規約（“By-Laws of 

Crime Stoppers of the United States of America, Inc.”）」によって規定されている。

2002 年 2 月に採択された同規約は、米国クライムストッパーズの名称、目的、組織形態、

法的根拠、活動内容、理事会の選出方法を定めており、米国クライムストッパーズの基

盤となっている。 

米国クライムストッパーズ規約（抜粋）37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同規約は 2006 年 6 月に行われた定例理事会において改正案が提出され、2006 年 10 月

4 日にアルバカーキにて開催されたクライムストッパーズ国際会議中に開催された理事

会にて採択された。 

                                                  
35 アメリカでは、内国歳入法 501 条（c）に該当する NPO はおよそ 160 万団体に上る。「NPO 入門」山内直

人、日本経済新聞社、2004 年、p.160。 
36 文部科学省ホームページより。

（URL:http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/chiiki/chousa/06051210/006.htm） 
37 Crime Stoppers USA ウェブサイト（URL: http://www.crimestopusa.com/） 

・ 米国クライムストッパーズは内国歳入法 501 条（c）3項に基づく

チャリティ団体であること 

・ 各支部の理事メンバーには、必ず警察コーディネータが含まれな

ければならない。 

・ 理事会メンバーの 49％以上が現役警察官になってはならない。 

・ 報奨金の支払額は 1,000 ドルを大幅に超過してはならない。 

・ 年に一度定例会議を開催すること。 

・ 支部は中央事務局に年会費を納めること。 

・ 営利活動は行わず、活動で得た収益の配分は禁止される。 
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④ 理事会の役割 
米国クライムストッパーズ理事会の役割は以下のとおり。 

 

 

 

米国クライムストッパーズ 

理事会の役割 

 
A. 役割 

• 理事会の定例会議、委員会会議、年次総会に出席する 

• 組織の目的、戦略計画、方針及び活動について熟知する 

• 会議の議題及び資料を事前に確認する 

• 最低ひとつの担当役職に従事する 

 

B. 資格 

• 組織の発展と目標の達成に努めること 

• 積極的に他のメンバーとの協力体制を構築し、合意形成に努めること 

• 職務に対し十分な時間を費やすこと 

 

C. 義務 

1. 政策管理 

• 組織の任務及び目的を理解し、それらを成し遂げる為の活動を遂行・達成すると同時に、会員の

要求に組織が対応できるように努める 

• 組織の活動方針、主要原則、目的を達成するような計画を作成、導入し、管理する 

• 任務を遂行する際、法的・倫理的な信頼性を担保する 

• 重要な計画やプログラムについて熟知し、検討し、承認する 

2. 評価 

• 理事会と組織全体に対し活動を評価する基準を設定し、組織の目的や戦略計画にあてはめながら、

進展について評価を行う 

• 毎年前年度の達成度、理事会の活動、各支部の要請等について評価を行う 

• 委員会の報告書を検討し、委員会の計画に対して助言を行う 

3. 責任への対応 

• 組織の財務状況を健全に保ち、年度予算、財務諸表、年次監査の検査・承認を行う 

• 組織の目的達成に必要な資源を確保する為の活動に参加する 

4. 人事 

• 必要に応じてスタッフ及び委託先を選定、雇用、支援する 

• 新しい理事会メンバーを採用・配置し、理事会の活動を評価する  

• 組織の人事について制裁調整（Appeal Panel）の役割を担う 

5. 組織の対外的イメージ 

• 組織の代表として啓蒙活動の役割を担うこと、組織及び支部への信頼性を高める。 

• 組織の対外部イメージを向上させる 

• プログラムに関連する公共政策に対して 

6. 倫理規定 

• 理事会や会議における議題の機密を保持する 

• 全会一致ではなかったとしても、決定事項へ従う 

• 利害対立を指摘し、必要に応じて投票を棄権すること 

• 他の理事会メンバー、スタッフ及び委託先を尊重し、支援すること 

• 他の理事会メンバー、スタッフ及び委託先と積極的な対話を持つこと 
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米国クライムストッパーズ中央事務局では 2年に 1度選挙が実施され、代表、副代表、

書記、財務担当、及び各地区代表者が選出される。米国クライムストッパーズ代表の職

務は多岐にわたるが、主に以下の職務が挙げられる38。 

 

米国クライムストッパーズ代表者の職務内容39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 財源 
米国クライムストッパーズの活動費及び人件費及び報奨金には、市民や企業からの寄

付金やチャリティ活動での収益金を充当しており、公費は投入されていない。クライム

ストッパーズ運営経費に公費が充てられると、用途を公表する義務が発生し、報奨金の

受取人である通報者の匿名性を維持することが困難になることから、米国クライムスト

ッパーズでは公費に頼らない資金調達方法の模索を重要な運営課題の一つと位置付けて

いる。各州や都市に設置されているクライムストッパーズ支部の大半は地元警察署に併

設されている為、事務所代や光熱費、通信費等の諸経費は警察が負担していることが一

般的である。また、クライムストッパーズには地元警察の警察官がコーディネータとし

て派遣されており、その給与は警察から支給されている。 

 

米国支部の年会費40 

カテゴリー 人口 
年会費 

単位：米ドル（円） 
カテゴリー 人口 

年会費 

単位：米ドル（円） 

A 

B 

C 

D 

E 

24,999 人未満 

25,000‐49,999 

50,000‐99,999 

100,000‐249,999 

250,000 人以上 

$50 （¥6,250） 

$100（¥12,500） 

$150（¥18,750） 

$200（¥25,000） 

$250（¥25,000） 

F 

G 

H 

州支部 

学生支部 

協賛企業／元メンバー 

$200（¥25,000）

$50 （¥6,250） 

$75 （¥9,375） 

 

 

                                                  
38 米国クライムストッパーズ代表 Elaine Cloyd 氏。 
39 米国クライムストッパーズ代表 Elaine Cloyd 氏。 
40 Crime Stoppers USA ウェブサイト（URL：http://www.crimestopusa.com/csusa_2007_dues_notice.pdf） 

• メディアに対する広報活動 

• 会議への出席 

• 資金調達 

• 各支部の運営アドバイス 

• 統計資料の管理 

• CSI 会議へ米国代表として参加
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アルバカーキ警察署 

 

⑥ 通報番号 
             米国支部検索画面41 

米国では全国共通の通報番号は用い

られておらず、支部ごとに異なる通報

番号を使用している。その為、通報者

は地元もしくは犯罪が発生した地区の

クライムストッパーズへ通報しなけれ

ばならない。通報番号は新聞、ラジオ、

テレビ等の地元メディアや各支部のウ

ェブサイト等で広報されているほか、

米国クライムストッパーズの代表ウェ

ブサイトからも検索可能である。 

 

 

 

 

(２) アルバカーキ・メトロ・クライムストッパーズの事例 
① スタッフ 

アルバカーキ・メトロ・クライムストッパーズ

の事務所はアルバカーキ警察署内に併設されてお

り、警察からクライムストッパーズへ派遣されて

いる 3名の警察官が駐在し42、その給与はアルバカ

ーキ警察によって支払われるほか、事務所の賃貸

料や光熱費、通信費等も警察が負担している。コ

ーディネータはクライムストッパーズと警察業務

を兼任していない一方、他のスタッフは一時的な

派遣と認識されている43。 

クライムストッパーズの人事は警察が決定し

ており、クライムストッパーズはスタッフの募集

及び採用は行っていない。コーディネータも、他

の警察官と同等の司法権限を持つ。 

一方、クライムストッパーズの運営全般を決定

している理事会のメンバー（board of directors）

には多くの一般市民が参画している。一般市民が

                                                  
41 Crime Stoppers USA ウェブサイト（URL: http://www.crimestopusa.com/） 
42 2006 年 10 月時点。 
43 現在勤務している警察官の一人は二輪部隊に所属しているが、事故で負傷し現場で働くことが困難であ

ることから一時的にクライムストッパーズのスタッフとなっている。 

通報番号 
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構成する理事会メンバーは、全員ボランティアであり、無償で活動に携わっている。彼

らの職業は銀行員、弁護士、会社員、市役所職員等様々である。理事会メンバーの半数

以上は一般市民でなければならないという米国クライムストッパーズ規約に基づき、ア

ルバカーキ･メトロ・クライムストッパーズにおいても、理事会メンバー21 人のうち 19

人が一般市民となっている（残り 3名は警察官）。理事会メンバーには、犯罪歴審査を含

む適確性審査を受けることが義務付けられている。ボランティアの募集はインターネッ

トのウェブサイト、新聞広告等に募集記事を掲載し実施されている44。 

 

 

アルバカーキ警察署内のクライムストッパーズ事務所 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：MRI 撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
44 アルバカーキ･メトロ・クライムストッパーズウェブサイト 

（URL: http://www.crimestoppersnm.org/success.html） 
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② 民間コールセンターとの連携 
アルバカーキ・メトロ・クライムストッパーズは民間のコールセンター「オルタナテ

ィブ・アンサー社」に通報受付業務の一部を委託している。オルタナティブ・アンサー

社は、1993 年に設立した民間企業であり、1996 年よりクライムストッパーズの一部の支

部の通報受付業務を請負っている。同社のオペレーターは、全員守秘義務契約を結んで

いるほか、犯罪歴調査を含む適確性審査を受けている。オペレーターは警察及びクライ

ムストッパーズのスタッフから研修を受け、匿名性の確保を遵守するよう訓練されてい

る。コールセンターでは 24 時間年中無休で通報を受け付けており、業務を委託すること

でクライムストッパーズ事務所の受付時間終了後に寄せられる通報に対する応対が可能

となった。 

オルタナティブ・アンサー社以外にも、数社の民間コールセンターがクライムストッ

パーズと提携しており、通報受付業務に従事している。コールセンターとの契約は支部

ごとに個別に結ばれているほか、委託料も支部によって異なっている。オルタナティブ･

アンサー社の契約期間は 1年間であり、通報件数によって委託料が決定されている45。 

コールセンターへ通報が寄せられると、オペレーターは通報内容を専用の用紙に記入

し、クライムストパーズへファックスにて送信、もしくはオンラインシステムを通じて

電子メールとしてクライムストッパーズへ情報を伝達する。クライムストッパーズのス

タッフは翌日それらの情報を受け取り、警察署内の担当部署へ届ける。クライムストッ

パーズのスタッフも現役の警察官であることから、事案担当者への情報の伝達がスムー

ズに行われるという46。 

 

民間コールセンターとの連携体制47 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
45 アルバカーキ･メトロ・クライムストッパーズコーディネーター Patricia Paiz 刑事から。 
46 アルバカーキ･メトロ・クライムストッパーズ。 
47 インタビューをもとに MRI 作成。 
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③ 実績 
1976 年 9 月～2007 年 1 月の間に、アルバカーキ･メトロ・クライムストッパーズが警

察へ提供した情報によって、6,455 件の検挙／逮捕にむすびついた48。 

 
アルバカーキ･メトロ･クライムストッパーズの実績49 

犯罪名 件数 犯罪名 件数 

薬物犯罪 1,098 車両強盗 74 

逃亡者 1,499 加重暴行 79 

詐欺 890 強姦 36 

武装強盗 698 放火 37 

強盗（商業施設） 567 売春 36 

強盗（家宅） 491 銀行強盗 36 

車両盗難 368 爆破予告 5 

窃盗 153 ひき逃げ 5 

殺人 137

軽犯罪 112

ｷｬﾝﾊﾟｽ･ｸﾗｲﾑｽﾄｯﾊﾟｰｽﾞ

(1999 年) 
134 

逮捕件数 6,455 件 

 

 

クライムストッパーズ事務所内 

通報を受けるクライムストッパーズ職員 

 
出所：MRI 撮影          

出所：MRI 撮影 

                                                  
48 アルバカーキ･メトロ・クライムストッパーズウェブサイト 

（URL: http://www.crimestoppersnm.org/success.html） 
49 アルバカーキ･メトロ・クライムストッパーズウェブサイトをもとに MRI 作成。 

ケガをした警察官が治療期間中、 
休職・派遣されている。 
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アルバカーキ警察が使用している通報用紙（実物） 
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アルバカーキ警察が使用している通報用紙（和訳） 
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④ 報奨金の支払 
アルバカーキ市にはクライムストッパーズと提携している指定銀行がある。指定銀行

の職員にはあらかじめクライムストッパーズの活動内容及び報奨金の支払要領について

説明がなされている50。銀行職員は、報奨金の受領を目的として来訪した通報者に対し、

身分証明書の呈示は求めず、コード番号による照会のみで指定された金額を支払う。米

国では 1,200 ドル以上の現金を受取る際には、銀行にて身分証明書の呈示が必要となる

規定があることから、身分証明書を呈示することなく報奨金を受領可能なよう、報奨金

の支給限度額を 1,000 ドル未満と設定している51。 
報奨金の支払対象となる通報者（提供した情報によって被疑者／容疑者が逮捕若しく

は検挙された）から報奨金に関する照会があると、クライムストッパーズは火曜日、水

曜日、木曜日の午前 10 時から午後 2時の間に、指定された銀行のドライブスルーにおい

て報奨金を受け取るよう通報者に対し指示を出す。銀行窓口での受領は監視カメラの映

像等により、通報者が識別されてしまう可能性がある為、アルバカーキ･メトロ・クライ

ムストッパーズでは、報奨金の受領方法をドライブ･スルーに限定し、匿名性の維持に努

めている。毎月 20 日に理事会が開催され、同月に警察から報告された事案の進捗状況を

共有し、報奨金の支払に該当する事案件数及び支払金額について協議しながら決定する。

仮に 2 名以上の通報者から同じ情報が提供された場合は、通常最も早く通報した者に報

奨金が支払われるが、理事会の判断によっては、数人に分配されるケースもある。報奨

金の支払金額は過去の事例を参考としながら、一件ずつ理事会メンバーが協議している。 

 

                                                  
50 アルバカーキ･メトロ・クライムストッパーズ。 
51 アルバカーキ･メトロ･クライムストッパーズコーディネーターPatricia Paiz 刑事。 
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⑤ 地元メディアとの連携 
アルバカーキ・メトロ・クライムストッパーズは、1週間に発生した事案をレポートに

まとめ、地元メディアに配布している。メディアの他にも、同レポートはアルバカーキ

市周辺の 47 団体に配布され、広く市民の目に留まるように配慮がなされている。 

 

 

「今週の犯罪」レポート52 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
52 アルバカーキ・メトロ・クライムストッパーズ提供の実物。 

「逮捕済み」

のスタンプ 

「今週の犯罪」2006 年 2月 16 日－2006 年 2 月 22 日 

2005 年 12 月 1 日木曜日午後 9時頃、デザート･クリーク･アパートにて男性が黒人男性 2名に

暴行される事件が発生しました。(中略)この事件に関する情報をお持ちの方は、クライムスト

ッパーズ 843-7867 まで連絡して下さい。匿名による通報で最大 1,000 ドルの報奨金が支給さ

れます。 
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⑥ キャンパス・クライムストッパーズ 
アルバカーキ・メトロ・クライムストッパーズが力を入れている活動のひとつに、子

どもを対象とした「キャンパス・クライムストッパーズ（Campus Crime Stoppers）」が

ある。幼少時よりクライムストッパーズに親しむことで、防犯に対する意識を高め、将

来の有力な情報提供者となるよう育成することを目的としている。キャンパス・クライ

ムストッパーズが開始された 1999 年当初は、高校生や中学生を対象としてきたが、近年

の犯罪の低年齢化に伴い、小学校高学年・低学年用を対象としたパンフレットを作成し

地域の学校へ配布している。小学生用のパンフレットは、塗り絵やマンガを多用し、子

どもが楽しみながらクライムストッパーズについて学べるよう工夫を凝らしている。こ

れらのパンフレットはロータリー･クラブからの助成金で製作されている。 

 

 

キャンパス・クライムストッパーズの広報誌53 

  

                                                  
53 アルバカーキ・メトロ・クライムストッパーズ発行、2003 年。 




